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1. 織物が着 用時 に受け る変形，および その回復挙動

は， その織物の交錯点の影響が大きい と思われる。 その

一つ のメジャーとして， 伸長 時の損失エネルギーに着目

し た。 またそ の損失エ ネルギーは織物の風合などにも関

係すると考え られる。 そこ で今回は交錯点の数と伸長時

損失エ ネルギーとの関 係を明 らかにすることを目的とし

た。

2. 試料は まず基礎的なものとしてモ ノフ ィラメント

織物を用い た。 形は着用時の状態に近い円形で，テ ンシ

ロンⅢ 型万 能引張試験機を用いて，各方向に低歪量を与

え， その時 のヒステリシスカーブ を画き，同時に積分計

にて仕事量を カウントした。一方解析のため，長方形の

試料において も同様な実験を行なった。

3. バイアス方向 の伸長 時損失エネル ギーは，45 °バ

イアス方 向が最低で，交錯点の数が大きい と，損失エネ

ル ギーは大きい 。また交錯点の数の影響は， 伸長歪量が

小 さい 方が損失エネル ギーに対 する影響が大 きい。


